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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第44期

第２四半期
連結累計期間

第45期
第２四半期
連結累計期間

第44期

会計期間
自  平成23年１月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年１月１日
至  平成24年６月30日

自  平成23年１月１日
至  平成23年12月31日

売上高 (千円) 9,089,943 10,428,923 12,846,570

経常利益又は経常損失(△) (千円) 592,817 1,593,348 △417,362

四半期純利益
又は当期純損失(△)

(千円) 322,084 1,314,872 △1,775,784

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 298,829 1,341,111 △1,784,971

純資産額 (千円) 11,700,046 10,885,923 9,616,213

総資産額 (千円) 19,787,094 19,082,988 19,895,261

１株当たり四半期純利益金額
又は当期純損失金額（△）

(円) 45.11 184.15 △248.70

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 59.1 57.0 48.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 3,073,895 5,148,870 △499,209

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △210,203 △193,867 △343,597

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △2,111,954 △3,277,528 480,805

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,777,006 2,338,759 661,080

 

回次
第44期

第２四半期
連結会計期間

第45期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 109.70 207.89

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しておりま

せん。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第44期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企業会計

基準第25号　平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、第44期第２四半期連結累計期間及び第45期第２四半

期連結累計期間については潜在株式が存在しないため、また、第44期については、１株当たり当期純損失であり、か

つ、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内

容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した

「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

なお、重要事項等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

(1) 業績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費や復旧・復興事業の進捗に伴う公共投資の増加

など内需の底堅い推移に支えられ緩やかな回復の動きがみられているものの、欧州政府債務危機を巡る不確実

性の高まりや為替相場の動向など依然として先行きは不透明な状況となっております。

当社グループを取り巻く市場環境は、価格競争の激化、契約形態の変化に伴う厳しい受注競争等が継続してお

り、官公庁からの受注依存度が高い当社グループとしては、依然として厳しい受注環境が続いているものの、当

社業務内容と関連がある東日本大震災の復旧・復興関連事業に政府の大規模な予算が重点配分されておりま

す。

このような状況のなか、当社グループの安定的な経営を行うために、平成22年から平成24年までの中期経営計

画を策定し、「イノベーションによる技術革新とムダ取り」を推進することにより、抜本的な経営改善・経営改

革に取り組んでおります。また、東日本大震災の復旧・復興関連事業ではインフラ復旧のための企画提案・設

計、放射性物質を含む有害化学物質の環境モニタリング、除染事業に関する計画・調査・管理、沿岸環境の改善

など、特に当社の強みを活かせる事業に対して、優れた人材と技術を活用し積極的に貢献してまいりました。

当第２四半期連結累計期間(平成24年１月１日～平成24年６月30日)における連結業績は、受注高88億２千７

百万円(前年同四半期比26.5％増)、売上高は104億２千８百万円(前年同四半期比14.7％増)となり、通期予想売

上高150億円の69.5％を計上いたしました。これは当社グループの売上高が第２四半期連結会計期間に集中する

季節変動特性を有しているためであります。

また、売上高の増加、工程管理の徹底、作業効率の向上等による外注費及び販売費及び一般管理費の削減によ

り、当第２四半期連結累計期間の営業利益は15億９千２百万円(前年同四半期比165.5％増)、経常利益は15億９

千３百万円(前年同四半期比168.8％増)、四半期純利益は13億１千４百万円(前年同四半期比308.2％増)となり

ました。
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セグメントの業績は、次のとおりであります。(セグメント間取引を含んでおります。)

 

(環境コンサルタント事業)

同事業は、当社及び連結子会社３社(新日本環境調査㈱、沖縄環境調査㈱、東和環境科学㈱)が行っている事業

であり、環境アセスメント及び環境計画部門、環境生物部門、数値解析部門、調査部門、環境化学部門、気象・沿岸

部門の６部門より構成されております。

売上高は69億５千７百万円(前年同四半期比18.9％増)、セグメント利益は９億９千７百万円(前年同四半期比

149.7％増)となりました。

 

(建設コンサルタント事業)

同事業は、河川部門、水工部門、道路部門、橋梁部門の４部門より構成されています。

売上高は31億９千７百万円(前年同四半期比8.8％増)、セグメント利益は５億３千６百万円(前年同四半期比

299.0％増)となりました。

 

(情報システム事業)

同事業は、システム開発及び画像解析等の事業を行っております。

売上高は２億３千２百万円(前年同四半期比7.0％増)、セグメント利益は１千７百万円(前年同四半期　セグメ

ント損失７百万円)となりました。

 

(不動産事業)

同事業は、赤坂のオフィスビル、旧本社ビル等の不動産賃貸事業を行っております。

売上高は８千４百万円(前年同四半期比24.6％減)、セグメント利益は４千１百万円(前年同四半期比41.0％

減)となりました。
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(2) 財政状態の分析

(資産)

資産合計は、前連結会計年度末と比べ８億１千２百万円減少し、190億８千２百万円となりました。流動資産に

つきましては、主に現金及び預金の増加16億９千７百万円、受取手形及び営業未収入金の減少９億３千２百万

円、仕掛品の減少15億４千４百万円により、前連結会計年度末に比べ７億８千２百万円減少し、53億３千４百万

円となりました。固定資産につきましては、主に建物の減少１億１千８百万円、有形固定資産その他の増加６千

万円により、前連結会計年度末に比べ２千９百万円減少し、137億４千８百万円となりました。

(負債)

負債合計は、前連結会計年度末と比べ20億８千１百万円減少し、81億９千７百万円となりました。流動負債に

つきましては、主に支払手形及び営業未払金の減少１億６千万円、短期借入金の減少29億円により、前連結会計

年度末に比べ16億９千万円減少し、37億１千９百万円となりました。固定負債につきましては、主に社債の減少

１億８千９百万円、長期借入金の減少１億１千６百万円、退職給付引当金の減少７千３百万円により、前連結会

計年度末に比べ３億９千１百万円減少し、44億７千８百万円となりました。

(純資産)

純資産につきましては、主に利益剰余金の増加12億４千３百万円により、前連結会計年度末に比べ12億６千９

百万円増加し、108億８千５百万円となりました。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度末に比

べ16億７千７百万円増加(前年同四半期は７億５千１百万円の増加)し、23億３千８百万円(前年同四半期は17

億７千７百万円)となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果、得られた資金は51億４千８百万円(前年同四半期は30億

７千３百万円の収入)となりました。これは主として、税金等調整前四半期純利益15億８千８百万円、非資金支

出費用である減価償却費２億７千６百万円、売上債権の減少額９億３千２百万円、たな卸資産の減少額15億４

千４百万円、仕入債務の減少額１億６千万円、前受金の増加額７億６千５百万円によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果、使用した資金は１億９千３百万円(前年同四半期は２億

１千万円の支出)となりました。これは主として、有形固定資産の取得による支出１億４千６百万円によるもの

であります。
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(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果、使用した資金は32億７千７百万円（前年同四半期は21

億１千１百万円の支出）となりました。これは主として、短期借入金の純減少額29億円、長期借入金の返済によ

る支出１億１千６百万円、社債の償還による支出１億８千９百万円によるものであります。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財政上の対処すべき課題に重要な変更及び

新たに生じた課題はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費の総額は１千５百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(6) 生産、受注及び販売の実績

当第２四半期連結累計期間における受注高は8,827百万円(前年同期比26.4％増)、生産実績は8,484百万円(前

年同期比23.9％増)とそれぞれ著しく増加しております。

受注・生産実績においては、環境コンサルタント事業及び建設コンサルタント事業ともに増加しており、主に

除染計画事業を含む東日本大震災の復旧・復興に関連する業務と高規格幹線道路の設計に関する業務の受注

によるものであります。

また、期首受注残高が前期に比べ増加したことから売上高は10,428百万円(前年同期比14.7％増)を計上し、主

に環境コンサルタント事業で6,949百万円(前年同四半期比18.7％増)と著しく増加しております。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 29,000,000

計 29,000,000

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年８月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,499,025 7,499,025
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

(注)
単位株式数　100株

計 7,499,025 7,499,025 ― ―

(注) 普通株式は、完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年４月１日～
平成24年６月30日

― 7,499,025 ― 3,173,236 ― 3,330,314
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(6) 【大株主の状況】

  平成24年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

いであ従業員持株会 東京都世田谷区駒沢３丁目15番１号 848 11.31

新協栄管理株式会社 東京都世田谷区駒沢３丁目15番１号 409 5.46

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 352 4.69

株式会社りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町２丁目２番１号 279 3.72

髙　橋　登司子 東京都大田区 277 3.70

進　藤　　　勉 神奈川県鎌倉市 237 3.16

田　畑　日出男 東京都大田区 178 2.37

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 165 2.20

諸　岡　嘉　男 茨城県稲敷市 147 1.96

田　畑　敦　子 東京都大田区 109 1.46

計 ― 3,005 40.07

(注) １　所有株式数の割合は小数点第３位以下を切り捨てて記載しております。

２　上記のほか当社所有の自己株式358千株(4.78％)があります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成24年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　358,800 ―

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

7,133,200
71,332 同上

単元未満株式
普通株式

7,025
― 100株(１単元)未満の株式

発行済株式総数 7,499,025 ― ―

総株主の議決権 ― 71,332 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権10個)含まれております。

２　単元未満株式には当社所有の自己株式24株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
いであ株式会社

東京都世田谷区駒沢
３丁目15番１号

358,800 ― 358,800 4.78

計 ― 358,800 ― 358,800 4.78

(注) 所有株式数の割合は小数点以下第３位を切り捨てて記載しております。

 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。

 

EDINET提出書類

いであ株式会社(E04795)

四半期報告書

10/26



第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年４月１日から平

成24年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年１月１日から平成24年６月30日まで)に係る四半期

連結財務諸表について、監査法人和宏事務所により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 661,080 2,358,455

受取手形及び営業未収入金 ※
 1,272,002

※
 339,644

仕掛品 3,868,800 2,323,999

繰延税金資産 133,474 138,718

その他 182,372 173,868

貸倒引当金 △773 △197

流動資産合計 6,116,956 5,334,489

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 4,818,705 4,699,809

土地 6,916,452 6,916,452

その他（純額） 539,319 599,443

有形固定資産合計 12,274,477 12,215,706

無形固定資産 124,574 114,294

投資その他の資産

投資有価証券 524,925 550,146

繰延税金資産 192,660 193,791

その他 738,685 755,278

貸倒引当金 △77,018 △80,718

投資その他の資産合計 1,379,252 1,418,498

固定資産合計 13,778,304 13,748,499

資産合計 19,895,261 19,082,988

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 476,587 316,143

短期借入金 3,131,808 231,808

1年内償還予定の社債 378,000 378,000

未払法人税等 52,255 306,835

賞与引当金 57,263 60,108

受注損失引当金 65,728 61,678

その他 1,248,302 2,364,436

流動負債合計 5,409,945 3,719,010

固定負債

社債 1,061,000 872,000

長期借入金 733,050 616,064

退職給付引当金 2,713,709 2,639,828

役員退職慰労引当金 239,666 230,082

その他 121,675 120,078

固定負債合計 4,869,102 4,478,054

負債合計 10,279,047 8,197,065
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,173,236 3,173,236

資本剰余金 3,352,573 3,352,573

利益剰余金 3,278,853 4,522,324

自己株式 △138,951 △138,951

株主資本合計 9,665,712 10,909,183

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △48,130 △22,944

為替換算調整勘定 △1,368 △316

その他の包括利益累計額合計 △49,499 △23,260

純資産合計 9,616,213 10,885,923

負債純資産合計 19,895,261 19,082,988
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 9,089,943 10,428,923

売上原価 6,742,957 7,212,234

売上総利益 2,346,986 3,216,688

販売費及び一般管理費 ※1
 1,746,923

※1
 1,623,784

営業利益 600,062 1,592,903

営業外収益

受取利息 1,760 1,277

受取配当金 2,167 4,000

受取保険金及び配当金 17,294 8,559

保険解約返戻金 20,751 6,413

その他 10,236 11,574

営業外収益合計 52,210 31,824

営業外費用

支払利息 26,616 25,023

社債発行費 14,039 －

その他 18,799 6,356

営業外費用合計 59,455 31,379

経常利益 592,817 1,593,348

特別利益

投資有価証券売却益 28,463 －

特別利益合計 28,463 －

特別損失

貸倒引当金繰入額 － 3,700

投資有価証券売却損 － 1,621

投資有価証券評価損 31,336 －

特別損失合計 31,336 5,321

税金等調整前四半期純利益 589,943 1,588,026

法人税、住民税及び事業税 142,517 281,216

法人税等調整額 125,341 △8,062

法人税等合計 267,858 273,153

少数株主損益調整前四半期純利益 322,084 1,314,872

四半期純利益 322,084 1,314,872
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 322,084 1,314,872

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △23,387 25,186

為替換算調整勘定 131 1,052

その他の包括利益合計 △23,255 26,238

四半期包括利益 298,829 1,341,111

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 298,829 1,341,111

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 589,943 1,588,026

減価償却費 263,438 276,993

退職給付及び役員退職慰労引当金の増減額（△
は減少）

△255,386 △83,465

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,721 2,844

受取利息及び受取配当金 △3,928 △5,277

支払利息 26,616 25,023

社債発行費 14,039 －

投資有価証券売却損益（△は益） △28,463 1,621

投資有価証券評価損益（△は益） 31,336 －

売上債権の増減額（△は増加） 924,143 932,358

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,620,212 1,544,800

仕入債務の増減額（△は減少） △142,350 △160,444

前受金の増減額（△は減少） 333,981 765,466

その他 △133,900 317,749

小計 3,237,962 5,205,698

利息及び配当金の受取額 3,742 4,877

利息の支払額 △27,849 △27,537

法人税等の支払額 △146,422 △53,093

法人税等の還付額 6,462 18,926

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,073,895 5,148,870

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △20,000

有形固定資産の取得による支出 △339,233 △146,653

無形固定資産の取得による支出 △12,305 △9,651

投資有価証券の取得による支出 △17,042 △10,719

投資有価証券の売却による収入 52,754 10,753

貸付けによる支出 △24,000 △6,000

貸付金の回収による収入 3,974 10,992

その他 125,649 △22,588

投資活動によるキャッシュ・フロー △210,203 △193,867

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,100,000 △2,900,000

長期借入金の返済による支出 △242,504 △116,986

社債の発行による収入 485,258 －

社債の償還による支出 △164,000 △189,000

自己株式の取得による支出 △76 －

配当金の支払額 △89,035 △69,945

その他の支出 △1,597 △1,597

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,111,954 △3,277,528
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年６月30日)

現金及び現金同等物に係る換算差額 △543 204

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 751,193 1,677,679

現金及び現金同等物の期首残高 1,025,813 661,080

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,777,006

※
 2,338,759
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

 

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

 

【会計方針の変更等】

 

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日  至  平成24年６月30日)

(会計上の見積りの変更と区分することが困難な会計方針の変更)

　当社及び連結子会社は、法人税の改正に伴い、当第２四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した

有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

　当該変更による、当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

 

【追加情報】

 

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日  至  平成24年６月30日)

(会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用)

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号　平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日)を適用しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、

当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四

半期連結会計期間末残高に含まれております。

 前連結会計年度

(平成23年12月31日)

当第２四半期連結会計期間

(平成24年６月30日)

受取手形 582千円 669千円

 

(四半期連結損益計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
至　平成24年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

人件費 1,117,060千円

賞与引当金繰入額 20,091千円

退職給付費用 14,920千円

役員退職慰労引当金繰入額 13,211千円

旅費交通費 93,304千円

賃借料 52,847千円

租税公課 56,122千円

減価償却費 64,239千円

　２　当社グループは、事業の性質上第２四半期連結累計

期間に売上高が集中する傾向にあるため、通常、

第２四半期連結累計期間の売上高は第３四半期

以降の売上高と比べ著しく増加する傾向にあり

ます。

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

人件費 1,028,222千円

賞与引当金繰入額 18,553千円

退職給付費用 19,925千円

役員退職慰労引当金繰入額 14,198千円

旅費交通費 92,066千円

賃借料 47,138千円

租税公課 55,618千円

減価償却費 50,586千円

　２　当社グループは、事業の性質上第２四半期連結累計

期間に売上高が集中する傾向にあるため、通常、

第２四半期連結累計期間の売上高は第３四半期

以降の売上高と比べ著しく増加する傾向にあり

ます。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
至　平成24年６月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,777,006千円

現金及び預金同等物 1,777,006千円

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,358,455千円

預入期間が３か月を超える定期
預金

△20,000千円

流動資産その他(有価証券) 304千円

現金及び預金同等物 2,338,759千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成23年１月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年３月29日
定時株主総会

普通株式 89,254 12.50平成22年12月31日平成23年３月30日利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月29日
定時株主総会

普通株式 71,402 10.00平成23年12月31日平成24年３月30日利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成23年１月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

環境コンサ
ルタント事
業

建設コンサ
ルタント事
業

情報システ
ム事業

不動産事業 計

売上高        

  外部顧客への売上高 5,852,2702,938,108216,88782,6789,089,943― 9,089,943

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

619 ― 150 29,63430,404△30,404 ―

計 5,852,8902,938,108217,037112,3129,120,347△30,4049,089,943

セグメント利益又は損失(△) 399,252134,408△7,03070,960597,5902,471600,062

(注) １　セグメント間取引消去によるものであります。

２　セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

環境コンサ
ルタント事
業

建設コンサ
ルタント事
業

情報システ
ム事業

不動産事業 計

売上高        

  外部顧客への売上高 6,949,0403,192,453232,33355,09510,428,923― 10,428,923

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

8,073 5,320 ― 29,63443,027△43,027 ―

計 6,957,1133,197,773232,33384,73010,471,950△43,02710,428,923

セグメント利益 997,130536,32517,29041,8901,592,6362661,592,903

(注) １　セグメント間取引消去によるものであります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計上の見積りの変更と区分することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、当第

２四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基

づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税法に基づく方法に変

更しております。

当該変更による、当第２四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が

ありません。

 

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が

ありません。

 

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が

ありません。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 45円11銭 184円15銭

    (算定上の基礎)   

    四半期純利益金額(千円) 322,084 1,314,872

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 322,084 1,314,872

    普通株式の期中平均株式数(株) 7,140,365 7,140,201

　(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

平成24年８月10日

いであ株式会社

取締役会  御中

監査法人和宏事務所

 

代表社員
業務執行社員

 公認会計士　　髙　　木　　快　　雄　　印

 

代表社員
業務執行社員

 公認会計士    大    嶋    　    豊    印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているいであ株式
会社の平成24年１月１日から平成24年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成24年４月１日
から平成24年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年１月１日から平成24年６月30日まで)に係る四
半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連
結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期
連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対
する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準
に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される
質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥
当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と
認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、いであ株式会社及び連結子会社の平成24年６月30日現在の
財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に
表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提

出会社)が別途保管しております。
２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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